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今
回
ご
紹
介
す
る
歌
碑
は
、
『
万
葉
集
』
の
な
か
で
最
北
の
地
を
詠
ん
だ
と
さ

れ
る
歌
を
刻
ん
だ
も
の
で
す
。
揮
毫
者
は
山
田
孝
雄
氏
で
す
。
そ
の
歌
と
は
、

きごう
天

皇
の
御

代
栄

え
む

と
東

な
る
陸

奥
山

に
黄

金
花

咲
く

すめろきみよさかあづまみちのくくがね
（
天
皇
の
御
代
が
繁
栄
す
る
だ
ろ
う
と
て
、
東
国
の
陸
奥
の
山
に
黄
金
の

花
が
咲
く
こ
と
よ
。
）

巻
十
八
の
四
〇
九
七

と
い
う
も
の
で
、
「
陸
奥
国
よ
り
金
を
出
せ
る
詔
書
を
賀
け
る
歌
」
の
ひ
と
つ

みちのくくがねいだ
ほ

で
、
天
平
感
宝
元
年
（
＝
天
平
二
一
年
／
七
四
九
）
に
大
伴
家
持
が
越
中
国
で

つ
く
っ
た
と
『
万
葉
集
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
、
東
大
寺
大
仏
造
営
の
た

め
の
金
が
黄
金
山
一
帯
か
ら
産
出
し
、
献
上
さ
れ
ま
し
た
。
『
続
日
本
紀
』
に

こがねやま

は
、
二
月
二
二
日
に
陸
奥
国
が
初
め
て
黄
金
を
奉
っ
た
と
い
う
記
事
や
、
そ
れ

を
非
常
に
喜
ん
だ
聖
武
天
皇
の
詔
な
ど
の
関
連
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。

金
が
産
出
し
た
地
は
現
在
、
黄
金
山
産
金
遺
跡
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ

こがねやまさんきんいせき
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
部
に
あ
る
の
が
延
喜
式
内
社
の
黄
金
山
神
社
で
、
歌

こがねやま
碑
は
こ
の
神
社
の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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